













装置図を F思. 1 ，2 に示す。 200、必0 および800kHz の周波数からなる超音波振動子(チタン酸バリウム製)
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まず、超音波の水への関与を調べるために、蒸留水2却凶をそれぞれ 200、 400 およひ'800祉-:Iz 用の超音波









結果を Figs.3，4に示した。過酸化水素の生成量は、 200、 800祉1zの時には増加傾向を示し、必OkHz の
時のみ照射2時間目以降から減少傾向をたどった。亜硝酸の生成量においては、いずれの周波数において
もその生成量はわずかで(最大で 20mg/l 以下)ほとんと澗違は認められなかったが、硝酸の場合には 400、
200、 800kHz の)1聞にかなりの量が生成(最大で 15伽19/1) した。
(b) フェノール溶1夜への超音波甲射
結果を Figs.5 ，6 に示した。 フェノール濃度は 400、 200、 800kHz の順に多く減少しており、特に 400ほ1Z
においては超音沈昭射7時間目にはほ防詮にフェノールが分解した。これよりフェノール分解即包におい
ても周波数 400回z で、また出力が大きし叫まと効果か高し、ことが分かった。
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